
20.  2.  1
　

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
よ
り
通
知
が
あ
り
ま
し
た

の
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

４
月
〜　

年
３
月
の
１
年
間
は

２１

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ

ま
す
（
所
得
要
件
あ
り
）。

　

た
だ
し
、
既
に
３
割
負
担
の
方

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

た
方
は
除
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係�
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

　

４
月
〜
９
月
の
６
カ
月
間
は
無

料
と
な
り
、　

月
〜　

年
３
月
の

１０

２１

６
カ
月
間
は
、
保
険
料
の
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り

ま
す
。

　
【
対
象
】　

歳
以
上
（
注
１
）
で
、

７５

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に

な
る
日
の
前
日
（
３
月　

日
ま
た

３１

は　

歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に
被

７５
用
者
保
険
（
注
２
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方

　
（
注
１
）　

〜　

歳
で
一
定
の
障

６５

７４

　

税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
控
除
で

き
て
い
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）
を

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
分
は
、
翌
年
度
分
の
住
民

税
か
ら
控
除
し
ま
す
（
下
図
参
照
）。

申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。
ま
た
、

給
与
所
得
者
も
住
民
税
か
ら
控
除

を
受
け
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で

す
。

　
【
対
象
】　

年
〜　

年
に
入
居
し

１１

１８

た
方

　
【
提
出
書
類
】市
町
村
民
税
お
よ

び
道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書

　

※
確
定
申
告
を
し
な
い
方
は
源

泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
申
告
期
限
・
提
出
先
】　

年
１

２０

月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
の
方
は

３
月　

日
（
月
）
ま
で
に
同
係
へ

１７

　

※　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

２０

地
の
市
区
町
村
へ
の
申
告
と
な
り

ま
す
。

　

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方
は
、
管
轄
の
税
務
署
を
経
由
し

て
提
出
で
き
ま
す
。

　

損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、

地
震
災
害
に
対
す
る
個
人
資
産
の

保
全
と
災
害
時
に
お
け
る
将
来
的
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詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
へ
。

　

社
会
保
険
庁
は
、
基
礎
年
金

番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約

５
０
０
０
万
件
の
年
金
記
録
に

つ
い
て
、
名
寄
せ
（
氏
名
、
性

別
お
よ
び
生
年
月
日
の
突
き
合

わ
せ
）
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
と
結
び
付
く
可

能
性
が
あ
る
記
録
の
あ
る
方
へ

は
、　

年　

月
か
ら
（　

年
３

１９

１２

２０

月
ま
で
）
加
入
期
間
と
加
入
履

歴
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
方
に
は
４
月
〜　

月
１０

に
、
加
入
期
間
お
よ
び
加
入
履

歴
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
ず
、
記
録
に
漏
れ
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
訂
正
が
あ
る
年
金
受
給
者

　

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
照

会
票
」
に
訂
正
等
の
内
容
を
記

入
し
、
年
金
証
書
、
認
め
印
、

「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を

持
参
し
て
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

郵
送
希
望
の
場
合
は
、
ね
ん
き

ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�
０

５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
　

・
６
７
０
０
・
１
１
４
４
）

０３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
訂
正
が
あ
る
現
役
加
入
者

　

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
照

会
票
」
に
訂
正
等
の
内
容
を
記

入
し
て
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
訂
正
が
な
い
現
役
加
入
者
・

年
金
受
給
者

　

同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
を

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
現

在
社
会
保
険
庁
で
管
理
し
て
い

る
記
録
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

ま
す
。
引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど

で
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
変
更
が
お
済
み
で
な
い

場
合
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
窓
口
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。

《
住
所
・
氏
名
の
変
更
手
続

き
先
》

　
【
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
】
市
保
険
年
金
課
国
保
年
金

資
格
係
（
市
役
所
１
階
）

　

※
納
付
書
等
が
届
か
な
い
場

合
等
は
住
所
、
氏
名
の
変
更
が

必
要
で
す
。　

年
度
か
ら
年
金

１４

手
帳
に
住
所
変
更
の
記
載
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
【
厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年

金
第
３
号
被
保
険
者
】
厚
生
年

金
加
入
者
の
勤
務
す
る
会
社

　
【
年
金
受
給
者
】武
蔵
野
社
会

保
険
事
務
所

水色の封筒でお手元に届きます

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
に
、
就
学

支
度
資
金
、
修
学
資
金
等
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
（
既
に
在

学
し
て
い
る
場
合
で
も
利
用
で
き

ま
す
）。

　
【
貸
付
対
象
】都
内
に
６
カ
月
以

上
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

で　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

２０
し
て
い
る
方

　

※
連
帯
保
証
人
が
一
人
必
要
で

す
。

　
【
貸
し
付
け
・
償
還
の
条
件
】
無

　表　　　　 　　地震保険料控除額

２０年度住民税
控除限度額

１９年分所得税
控除限度額

控 除 内 容

（地震保険料×１／２）

２万５，０００円
５万円Ａ：支払った地震保険料

１万円１万５，０００円
Ｂ：１８年１２月３１日までに契約し

た長期損害保険の保険料（※）

２万５，０００円５万円
ＡとＢの両方がある場合、Ａと

Ｂの控除額の合計

※従前の損害保険料控除と同様の計算による金額です。

な
国
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、　

年　

月　

日
ま

１８

１２

３１

で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保
険
に

つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
従

前
の
損
害
保
険
料
控
除
と
同
様
の

計
算
に
よ
る
金
額
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
下
表
参
照
）。

詳
し
く
は
課
税
課
市
民
税
係（
内
線
２
３
３
３
〜
２
３
３
７
）へ
。

　

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古

布
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
で
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
組

　

都
で
は
、
高
校
、
大
学
等
に
入

学
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る

　市内認可保育所の４月入所申し込みの受

け付けは既に終了していますが、欠員補充

分の入所受け付けを行います。

　【受付期間】２月１日（金）～２９日（金）
の午前９時～午後４時半（正午～午後１時

と土曜・日曜日、祝日を除く）

　【受付会場】保育課（市役所１階）
　【ご注意】郵送での入所申し込みはできま
せん

　詳しくは同課管理係�４７０・７７４５へ。

害
認
定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま
す
。

　
（
注
２
）政
府
管
掌
健
康
保
険
や

企
業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共

済
組
合
等
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
」
の
健
康
保
険
で
、
国
民

健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
、

保
険
料
の
均
等
割
を
５
割
軽
減
し
、

所
得
割
額
は
課
さ
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置
は

そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
高
齢
者

医
療
係�
４
７
０
・
７
８
４
６
へ
。

認可保育所の欠員
補充分を受け付けます

東
京
都
母
子
福
祉
資
金
貸
付
を

　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

利
子
で
、
お
子
さ
ん
が
卒
業
後
６

カ
月
据
え
置
き
の
後
、
月
賦
等
で

償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　

申
し
込
み
は
直
接
子
育
て
支
援

資
源
回
収
報
奨
金
の
申
請
を

２
月
１
日
（
金
）
〜　

日
（
金
）

１５

織
す
る
団
体
が
、こ
の
よ
う
な「
資

源
ご
み
」
を
市
が
指
定
す
る
再
生

資
源
取
扱
業
者
に
引
き
渡
し
た
場

合
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
資
源
回
収
報
奨
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
後
期
分
の
報
奨
金
を
交

１９
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
自
治
会
・
子
供
会
・
婦

人
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

　
【
報
奨
金
交
付
額
】回
収
実
績
量

に
応
じ
て
１
㌔
㌘
当
た
り　

円
１０

　
【
申
請
会
場
】市
役
所
５
階
５
０

２
会
議
室

　
【
申
請
対
象
期
間
】　

年
７
月
以

1８

降
の
回
収
実
施
報
告
書

　

※
報
奨
金
交
付
申
請
書
は
、
申

請
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
２
月
１
日
（
金
）
〜　
１５

日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）に
、

回
収
業
者
か
ら
の
集
団
回
収
実
施

報
告
書
、
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
式

不
可
）、
振
込
先
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）
の
通
帳
を
申
請
会

場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

不
可
）。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課�
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
・
地
震
保
険
料
控
除

図　　　　　　 　住宅ローン控除

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
。
必
要
書

類
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
母
子
自
立
支
援

員�
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

４４月月
スタートスタート

損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止

地

震

保

険

料

控

除

が

新

設

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
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住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た 

　

場
合
は
変
更
手
続
き
を

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

　
　
　

が
届
い
た
ら
…

社
会
保
険
庁
か
ら 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が

届

き

ま

す
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わたしの

見てある記見てある記

　

歳
〜　

歳
の
方
の 

７０

７４

窓

口

負

担

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
け
る　

歳
以
上
の

７５

被
扶
養
者
の
保
険
料

東

京

都

母

子 

福
祉
資
金
貸
付

高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て

　

年
度
税
源
移
譲
に
伴
う

２０
　
　

税
制
改
正
に
ご
注
意
を

　

予
算
編
成
作
業
が
大
詰
め
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
号
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

平
成　

年
度
予
算
も
原
案
が
出

２０

来
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
編
成
作
業
は
例
年
以

上
に
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
税

収
の
減
少
や
そ
れ
を
補
う
べ
き

地
方
交
付
税
制
度
の
ゆ
が
み
の

顕
（
け
ん
）
在
化
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
財
政
力
の
差
に
よ
る
多

摩
地
域
内
に
お
け
る
不
均
衡
な

ど
、
首
都
近
郊
の
地
方
行
政
に

お
い
て
も
格
差
の
発
生
が
顕
著

に
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
職
員
を　

年
間

１０

で
約
２
０
０
人
削
減
す
る
な
ど
、

早
く
か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
多
く
の
成
果
を
生
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
な
お
、
そ
の
効
果
額
で
は
補

う
こ
と
が
で
き
な
い
財
政
状
況

が
生
じ
て
い
ま
す
。
事
務
移
管

や
行
政
需
要
の
増
加
と
い
っ
た

状
況
下
で
は
、
事
務
事
業
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
今
以
上
に

行
わ
な
い
限
り
職
員
の
削
減
も

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
の
地
方
自
治
の
あ
り
よ
う

と
国
・
都
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

三
位
一
体
改
革
は
、
当
初
議

論
さ
れ
て
い
た
地
方
自
治
体
の

独
自
性
を
全
面
的
に
出
せ
る
税

財
源
や
権
限
移
譲
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
真
の
意
味
で
、

地
方
自
治
体
が
自
治
体
と
な
る

た
め
の
改
め
て
の
議
論
が
必
要

な
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム

構
築
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。


